
　江戸時代には公儀橋に指定されていた農人橋。日常の維
持管理は橋周辺の町々に課せられ、船が橋に衝突した時の
報告と船頭の拘束、橋の破損の報告などが義務付けられて
いたと伝わる。
　『摂津名所図会大成』には「この橋はいにしえより農民が
田畑へ往き通うための橋で土橋と同じような形式であった。
寛永・正保の頃（1640年頃）までは船場には田畑や芦原など
が多くあって、町家は上町に多かったからである。寛永年間、
大坂の町家は地子銀（じしぎん）が免除になったため、田畑・
芦原の地にも町家が建てられ、急速に繁栄していく。これに
伴って橋も高欄擬宝珠（ぎぼし）を持った立派な橋になっ
た。」とある。
　明治初期には木橋のままだったが、半ばにやっと鉄柱を持
つ橋となった。大正15（1926）年には第一次都市計画事業に
基づき、鉄筋コンクリートのアーチ橋となった。
　現在の橋は、昭和44（1969）年に中央大通の建設に伴っ
て架け換えられたもので、頭上の阪神高速道路（東大阪線）
を挟んで2橋からなっている。

農　人　橋〈東横堀川〉のうにんばし●Nonin-bashi

　久宝寺橋は、豊臣秀吉の時代から架かっていたと言われる古い
橋の一つだが、架けられていた位置は定かではない。橋名の由来
は、橋の西側に久宝寺という寺があったからとか、道頓堀川の開削
時に河内の久宝寺村から多くの人たちが来て、この地に移り住ん
だからともいわれている。橋の通りは、明暦3（1657）年の地図によれ
ば、大和街道の一つとされ、当時から重要な道筋だった。
　江戸時代には、橋の東側では竹木の取引が行われ、西側は船

場の中心部や新町、道頓堀
の遊所に近いことから、文
具、合羽、白粉等を扱う小間物商人やその関連職人、大工
職人などが多く所在する賑やかな町だった。しかし以前は
重要だった街道筋も、都市計画道路の整備からは取り残さ
れていった。
　現在の橋は、昭和14（1939）年、永久橋化され三径間ゲ
ルバー式鉄筋コンクリート桁を採用した橋となり、平成9
（1997）年には橋が美装化され装いも新たになった。スッキリ
とした照明灯が目を引くこの橋の途中からは、真上を走る阪
神高速1号線の長堀入口にもつながっている。

久 宝 寺 橋〈東横堀川〉きゅうほうじばし●Kyuhoji-bashi
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